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１． はじめに

    加勢川は、熊本市中央区にある水前寺公園の湧

水から始まり、熊本市最大の湧水地である江津湖

を通り、上益城郡嘉島町との境を形成した後、中

近世に貿易港として栄えた川尻地区を経て、緑川

本川へと合流する一級河川である（図－１）。

    加勢川では「特定外来生物による生態系等に係

る被害の防止に関する法律」（外来生物法）に定め

られる特定外来生物（＊１）の水草（以下「外来水草」

という。）が広く繁茂しており、河川管理上さまざ

まな弊害を生じている。

    今回、加勢川における外来水草の問題について、

その実態及び河川協力団体との協働による対策に

ついて述べていく。

（＊１）特定外来生物…生態系及び人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼし、又は及ぼすおそれがあるものとして指定された外来生物

（外来生物法§２）

２． 外来水草問題の実態

 加勢川に繁茂する外来水草として、ボタンウキクサ（通称ウォーターレタス：アフリ

カ原産）・ブラジルチドメグサ（南米原産）・ナガエツルノゲイトウ（南米原産）が挙げ

られる（写真－１）。これらは、観賞目的あるいは他の植物に混入して海外から人の手に

よって持ち込またものが野生化したものと言われている。

      ボタンウキクサ           ブラジルチドメグサ          ナガエツルノゲイトウ

写真－１ 加勢川に繁茂する外来水草

図－１ 加勢川の位置図
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いずれも繁殖力が強く、短期間で生息域を広げることから、

① 水面を覆い日光を遮ることで在来種の水

草の光合成を阻害し、その成長に悪影響

を与える。

② 平時は河岸に張り付くように生息してい

るが、出水時に剥がれて流下し、河口域

や海域の環境を悪化させる。

③ 冬季には腐敗して水質汚濁や悪臭を発生

させる。

④ 河川の施設の機能に支障を与える（写真

－２）。

等の問題を生じさせるものである。

このようなことから外来水草は河川から除去しなければならないのであるが、繁殖力

の強さゆえ、根絶させることはきわめて困難である。特にナガエツルノゲイトウは、わ

ずかな植物片からでも成長できること、乾燥に強く陸上にも進出すること、耐塩性が強

く海水が混じる河口付近でも生息できること、越冬できることから、以前より存在して

いた外来水草をも駆逐しながら勢力を広げており、非常に除去が困難なものである。そ

れが加勢川においては左右両岸に張り付いており、出水時に剥がれて塊となったものが、

外来水草の流下をくい止めるために設置した網場を乗り越えて流下していくことが大き

な問題となっている。

３． 外来水草対策

３．１．従来の対策

    外来水草の問題が顕在化して以降、河川管理者及び用排水路管理者は個々に対策を講

じており、直轄管理区間に関しては、河川に設置した網場に流れ着いたもの（写真－３）

を適宜除去していた。のちに関係機関が連携した効率的な外来水草除去を行うため、平

写真－２ 樋管に集まる外来水草。ゲート閉門時に水草

をはさみ、機能不全を起こすおそれがある

写真－４ 平成２５年度に行った外来水草一斉

     除去作業

写真－３ 網場に流れてきた外来水草の塊



成２１年１１月に熊本河川国道事務所、熊本県及び沿川自治体（熊本市、嘉島町）で構

成した「緑川水系水草対策協議会」を設置し、連携して対策を行ってきている。平成２

１年度には加勢川上流部の上江津湖にて関係機関が連携した初めての外来水草一斉除去

作業が行われ、軽トラック１５０台分の外来水草が除去された。その後も各年度におい

て関係機関との連携による外来水草一斉除去作業を行っている（写真－４）。

３．２．新たなる対策

３．２．１．河川協力団体との協働による除去作業

    平成２５年度の河川法改正により、それまで地方公共団体等の公的機関に限られてい

た河川の維持・環境保全に関する活動を、一定の要件を満たした民間団体が行えるよう

にする河川協力団体制度が設けられ、２６年には緑川水系の直轄管理区間において３団

体（加勢川開発研究会、ＮＰＯ法人みずのとらベル隊、ＮＰＯ法人天明水の会）が指定

された。

    ２６年度、外来水草除去作業について、加勢川を拠点として様々な活動を行っている

加勢川開発研究会及びみずのとらベル隊の２河川協力団体への委託を行った。これらの

団体は地元住民で構成されており、加勢川の事情に精通していること、河川における作

業の手腕に長けていること、また、高頻度で作業を行えることから、これまでもより効

率的に外来水草を除去することができた。

    また、河川協力団体との作業を繰り返すなかで、より効率的な作業方法を両者で打ち

合わせながら検討し、その結果、大カマで一定量の水草塊を切り離し、フックを掛けた

上で作業船の推進力を利用して牽引すれば、一度に多量の外来水草を剥がすことができ、

最も効率的だとわかった。これを踏まえ、緑川合流点から上流約９ｋｍの両岸に張り付

いていた外来水草を河川協力団体が切断し、剥がした水草塊を下流の網場まで流下させ、

河川維持工事の受注業者がバックホウにより除去するという方法を取った（写真－５）。

    その結果、平成２５年度には３３，７００㎡であった集積実績が、平成２６年度１０

月時点には７７，０４０㎡と、約２．３倍の外来水草を除去することができた。

    従来の外来水草除去は網場に流れ着いたものを適宜取り去っていったが、水草塊の切

り離し作業を行い網場に流下させたものを取り去るようにしたことで、加勢川に繁茂す

る外来水草は減少し、出水時に下流へ流出する量も減った。これにより、外来水草に関

する被害及び苦情も減少している。

写真－５ 河川協力団体との協働による外来水草除去作業の状況

船の推進力を利用した除去 引き剥がした水草塊を下流の網場まで

流下

河川維持工事受注業者によるバックホウ

での除去作業



３．２．２．河川協力団体との協働による啓発活動

    除去作業のほかにも、外来水草の問題について地域住民に知ってもらい、川に持ち込

まないよう呼びかける活動を河川協力団体と協働して行っている。

    河川協力団体は、独自に開催している河川愛護イベント等において、参加者の大人達

や子ども達への啓発を行っている（写真－６）。

また、地元小学校での出前講座においてもこの問題について紹介し、子ども達にも理解

してもらうこと、また、外来水草を川に持ち込まないよう子ども達から大人達に呼びかけ

てもらうことで、新たな外来水草の進入防止を図っている（写真－７）。

写真－６ 河川愛護イベントにおける啓発活動           写真－７ 地元小学校での出前講座における呼びかけ

４． 今後の外来水草対策について

    外来水草は繁殖力が強く、多量に除去したとしてもその後継続的な手段を講じなけれ

ば、瞬く間に再生し、水面を覆ってしまう。加勢川から外来水草を根絶するためには、

継続的な除去作業を、そして、外来水草が河川に持ち込まれることがないよう地域住民

への啓発を続けていく必要がある。

    これに加え平成２７年度には、より効果的な外

来水草問題の解決方法を模索するため、加勢川に

おける外来水草の分布状況の把握、昨年度除去以

降の成長具合、水中や陸上における生育（繁殖）

調査、成長に関する特性把握、耐塩水調査及び除

去した外来水草の活用方法等の調査研究を、緑川

水系の全河川協力団体と協働で行うこととしてい

る（写真－８）。

    また、加勢川の流水は緑川水系の他の河川（緑

川、浜戸川）と比べ、季節変化による水温変化が

鈍い、また富栄養化の原因となるリン化合物の含有率が多いといった特徴がある（＊２）。

このような水質と外来水草繁茂との関連性について、科学的な視点でも見ていきたい。

    これまで行ってきた除去作業に加え、外来水草の特徴・繁茂状況及び河川環境に応じ

た外来水草対策を、河川協力団体等の関係者と連携しながら計画的かつ順応的に行うこ

とで、加勢川本来の姿を取り戻せるよう、引き続き尽力していきたい。

（＊２）国土交通省水文水質データベースによる。

写真－８ 平成２７年度の外来水草対策の方針に

     関する３河川協力団体との打合せ    


